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ヨー ロ ッパ 日本 研 究 協 会(EuropeanAssociationforJapaneseStudies

略 してE.A.J.S.)は 、 平 成3年9月 ベ ル リンで 第7回 国際 会 議 を 開 催 す る予

定 であ る。 また近 い将 来 、 そ の創 立20周 年 記 念 を 迎 え る の で、 こ こで 将

来 の た め に 、協 会 の設 立 に まつわ る裏 話 や そ の背 景 に つ い て 振 り返 って

み た い と思 う。

ヨ ー ロ ッパ に お け る 日本 研 究 は長 い 歴 史 を 持 って い る。 そ してそ の研

究 に励 ん だ先 覚 者 達 は 、常 に互 い に密 接 な連 絡 を 持 って い た こ とを忘 れ

て は な らな い 。例 えば 、西 ヨー ロ ッパ や 中部 ヨ ー ロ ッパ で最 初 に 日本 研

究 を確 立 した オ ラ ソダ 、 ライ デ ン大 学 の ヨハ ン ・ヨ ーゼ フ ・ホ フ マ ソ教

授 、 パ リ大 学 で活 躍 した レオ ン ・デ ・ロ ニー 、 そ しそ ヴ ィー ン ・オ ー ス

ト リア学 士 院 で 日本 研 究 を 続 け て きた ア ウ グス ト ・プ フ ィ ッ ツマイ ヤ ー

等 は 、幕 末 の頃 か ら互 い に 文通 して資料 を提供 しあ った り研 究報告 を 行 っ

て いた 。そ して 、 丁 度 幕 府 の ヨー ロ ッパ使 節 団 がパ リに滞 在 して いた頃 、

第1回 目の東 洋 研 究 者 国 際 会 議 に3人 と も出席 した の で 、 そ の席 上 で 少 な

く とも一 度 は 互 い に 直 接 話 す 機 会 が あ った と思 われ る 。 また 、使 節 団 と

共 にパ リを 訪 れ た 福 沢 諭 吉 に も会 って 、研 究 に 関す る助 言 を得 る こ とが

で きた であ ろ う。

明治 時 代 に 入 って か らは 、 今 度 は 日本 で新 た に 日本 研 究 の基 礎 を 確 立

し始 め た お 雇 い 外 国 人 や 外 交官 、宣 教 師 と して 日本 を 訪 れ た 研 究 者 も 、

イ ギ リス の ア ジア テ ィ ック ・ソサ エ テ ィー(AsiaticSociety)や ドイ ツの
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東 ア ジ ア協 会(0.A.G.)で 、 しぼ しぽ会 った りお互 い の 研 究 に つ い て 話 し

合 って い た 。 しか しな が ら、 この よ うな先 覚 者 達 が 明 治 末期 か ら大 正 に

かけ て ヨー ロ ッパ に 帰 国す る の と同時 に 、 日本 や お 互 い との連 絡 が 取 り

に く くな り、 音 信 が 途絶 え る よ うに な った 。 さ らに 、 二 つ の大 戦 の 影 響

の下 で 、 日本 の学 会 や ヨー ロ ッパ の学 会 、あ るい は ヨ ー ロ ッパ で 日本 研

究 を行 っ て い た 各大 学 問 の情 報 交 換 が 全 く行 わ れ な くな って し ま った と

言 って よい 。 そ して戦 後20年 な い し30年 経 っ てか ら、 特 に若 い世 代 の 日

本 研 究 者 の 中 か ら、 相互 の交 流 が な い こ とを 嘆 く声 カミ少 しず つ 出 始 め 、

連 絡 を取 り合 う こ とが非 常 に大事 だ と考 え る研究 者が 続出す る よ うに な っ

た 。

例 え.ぽ イ ギ リス で は 、 リチ ャー ド ・ス トー リ教授 が お られ た オ ックス

フ ォー ドの サ ン ・ア ソ トニ ー ズ ・カ レ ッジが 中心 とな り、 日本 研 究 の 研

究 者 達 の よ りど ころ とな った 。そ して ドイ ツでは 、 テ ユ ー ビ ソ ゲ ン大学

の若 手 の フ ウッ ツ ・オ ピ ヅ ツ教 授 の呼 び か け で、若 い 世 代 が集 ま る情報

交 換 の場 と して 、1972年(昭 和47)交 通 の便 が よい フ ラ ン ク フル トの近

くの リ ュ ッセ ル ス ハ イ ム の コー一 ス ホ ス テ ルに 、 ドイ ツの み な らず 、 ス イ

スや オ ー ス ト リア な どの ドイ ツ語 圏 の研 究 者 も交 え て 初 め て集 ま る機 会

が あ った 。 そ こで は正 式 に学 会 の組 織 を 作 る ので は な く、ただJapanolo-

gentagと 名 付 け て 、1年 お き に集 ま っ て 互 い に 研 究 報 告 を 行 う約 束 を し

て別 れ た 。

そ の 同 じ年 、1972年 の 秋 の紅 葉 が も っ と も美 しい 頃 、 日本 ペ ン ク ラ ブ

が主 催 して世 界 中 の 日本 研 究 者 数 百 人 を 招 待 し、 東 京 や 京都 の 国 際 会 議

場 でInternationalConferenceofJapaneseStudiesと い う国 際 会 議 を 開 催

した 。 筆 者 もそ こに招 か れ た1人 だ った が 、 当時 は ヴ ィ ー ソ大 学 に 招 聘

され て そ の 日本 研 究 所 の所 長 に任 命 され てか ら丁 度1年 が経 った 頃 で 、
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若 い3人 の助 手P.パ ン ツ ァー さん(現 在 ボ ソ大 学 教 授)、S.リ ン ハ ル

トさ ん(現 在 ヴ ィー ン大 学 教 授)、 そ してE.パ ウ ア ー さ ん(現 在 マ ー

ル ブ ル ク大 学 教 授)と 一 緒 に 出席 した 。 国際会 議 の期 間 中 は 、 毎 日様 々

な外 国 の 同僚 の研 究 報 告 を聞 いた り、 日本 の 先 生 方 と話 し合 うこ とが で

きた 。 また 、夕 方 には 哲 学 者 の道 を散 歩 した り、居 酒屋 で 杯 を 酌 み交 わ

す 日々 で あ った こ とを 今 で も楽 し く思 い 出す 。

そ して最 後 の総 合 セ ッシ ョソの 日、そ れ は 日記 に は11月20日 の 月 曜 日

で あ った と記 して あ るが 、国 際 会 議 場 で 国際 交 流 基 金 の 井 上 勝 先 生 が壇

上 に上 が って 、 この度 、 国際 文 化 振 興 会 が 生 まれ 変 って 、 国際 交 流 基金

が新 し く設 立 され る こ とに な る とい う報 告 を され る と同 時 に、 ア メ リカ

国 内 のAdvisoryCommitteeが 設 立 され た こと も合 わ せ て 発 表 され た 。 そ

の午 後 、 国 際会 議 場 を 出 る時 に ヨー ロ ッパか ら参 加 され た 諸 先 生 方 の顔

を見 る と、 皆 大変 な シ ョッ クを受 け た よ うな驚 きの 表 情 を して い た 。話

を 聞 く と、 ア メ リカ が 国 際交 流 基 金 の設 立 に際 して ア ドバ イス を す る こ

とが で きた の は 、 多分 日本 の ア メ リカ に対 す る義理 の一 つ の結果 で あ り、

そ の こ とは理 解 で きる が 、 それ に 加 え て ア ジ アに 目を 向け る と、 今 度 は

東 南 ア ジア や 中 国 、韓 国 の 日本 研 究 に つ い て は 日本 が 大 い に援 助 しな け

れ ぽ な らな い 状 況 に あ る こ と も よ く分 か るか ら、結 局 ヨー ロ ッパ は ア ジ

ア の二 の 次 に な って し ま うの で は な い か 。 しか もヨ ー ロ ッパは ア メ リカ

ほ ど結束 力 が な く、互 い の こ とで さえ も よ く分 か っ て い な い の だ か ら 、

現状 で は 国 際 交 流 基 金 に 何一 つ ア ドバ イ ス で き な い状 態 で 、そ れ はや む

を得 な い こ とな のだ ろ う、 とい う話 を 何 度 も聞か され た 。

ホ テ ル に 戻 るバ スの 中 で 、 そ の こ とを リンハ ル トさん に話 して い る と、

彼 は 突 然 な ぜ 先 生 は そ うい うこ とを 私 に 話 す の か 、先 生 は ヴ ィー ンか ら

わ ざわ ざ旅 費 を も ら って 京 都 に 来 た の だ か ら、先 生 に は何 か を しなけ れ

3



ば な らな い義 務 が あ る ので は な いか 、 と き っぱ り言 わ れ た 。 そ の時 は と

て も驚 いた が 、 ホ テル に 戻 っ てか らそ の 夜 に 行わ れ た京 都 市 長 主 催 の レ

セ プ シ ョンの席 上 で、 早 速 多 くの ヨー ロ ッパ か ら参 加 され た先 生 方 や 同

僚 と連 絡 を取 りなが ら、 そ の夜 宿 舎 の 都 ホ テ ル の ど こか に席 を設 け て相

談 しま せ んか と提 案 した 。 突 然 の こ とだ った の で 、 ホ テ ル側 は い さ さか

困 った ら しい 。そ の夜 は 既 に他 の予 約 で 一杯 で 、 しか も我 々 は47人 の 大

人 数 だ った の で 、個 室 を 用 意 して も ら うこ とは不 可 能 に近 か った 。 そ こ

で 、 ホ テ ル のバ ー の一 つ の コー ナ ー に イ ス ラ エ ル を 含 め た ヨ ー ロ ッパ

15か 国 か らの研 究 者 が 集 ま って 、朝 の2時 か3時 ま で大 い に議 論 した 。 そ

の席 に参 加 した47人 の 内 、 特 に ヨ ー ロ ッパ の 日本 研 究 協 会 のた め に働 い

て下 さ った のは 、 デ ンマ ー クの オ ー ロフ ・リデ ィソ、 フラ ンス のベル ナ ー

ル ・フ ラ ソ ク、 ハル トム ー ト ・ロー タ ー ム ン ト、 イ ス ラエ ル の ア ブ ラハ

ム ・ア ル トマ ン、イ タ リア の ア ドリア ーナ ・ボス カ ロ、 ジ ャンニ ・フ ォー

デ ッ ラ、 ス トラ ミニ ヨ リア ・ワ ロー タ、 ポ ー ラ ン ドの ミハ イ ル ・メ ラノ

ヴィ ッチ 、スイ スの クロ ッペ ソシ ュタイ ソ、イギ リス のパ ウエ ルや リチ ャー

ド ・ス トー リ、 ソ連 の ゴ レグ リャ ドと ポポ フ、 オ ー ス ト リア の リ ソハ ル

トや パ ウア ー 、そ して ドイ ツか らは ロー ラ ソ ド ・シ ュナ イ ダ ー とい う諸

先 生 方 の名 前 を 挙 げ る こ とが で き るが 、 この 他 に も熱 心 に討 論 に参 加 し

て 下 さ った 方 が 数 多 くお られ た 。

我 々 が最 初 に 乗 り越 え な け れ ぽ な らな か った の は討 論 に使 う言 語 の 問

題 だ っ た。 若 い 学 者 か らは 日本 語 を 使 って も良 い と い う意 見 が 出 た が 、

戦 前 の 日本 研 究 の教 育 を 受 け た 学 者 は 、 日本 語 の読 み 書 きは で きて も会

話 は 自信 が な く、そ の 代 わ りに 英 語 を 使 った ら ど うか とい う提 案 が 出 さ

れ た 。 それ に対 して 今 度 は フ ラ ソス か ら異 が 唱 え られ 、 最後 に は ソ連 か

ら ロシ ア語 で な い と話 し合 いに 加 わ らな い とい う意 見 も 出 され た の で 、
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最 終 的 には 英 語 に 落 ち 着 い た 。

そ して 、 ヨ ー ロ ッパ に お け る 日本研 究 の将 来 を考 え る上 で 、やは りもっ

と密 接 な 情報 交 換 の場 と して 、3年 お きに 国 際会 議 を 開 催 す る 研 究 協 会

を 設 立 した ら ど うか とい う案 が 出 され 、 皆 の 賛 同 を得 た 。 そ の結 果 、 当

時 は まだ 冷 戦 が 続 い て い た の で 、 ヨ ー ロ ッパ で 中立 を守 って い る オ ー ス

トリアか ら話 を 持 ち掛 け るの が 良 い だ ろ うとい う こ とで 、先 ず ヴ ィー ン

大 学 か ら ア ン ケ ー トの形 式 で 今 回 の会 議 に参 加す る ことがで きなか った 、

ヨ ー ロ ッパ に 残 って い る研 究 者 の 意 見 を 聞 こ うとい うこ とに な った 。 そ

して 、 発 送 した 約300通 の 質 問票 の 内 、 翌1973年5月 ま で に約3分 の1の 方

か ら返 事 を い た だ い た 。 そ の 中 で 特 に 多 か った の は 、 ドイ ツ連 邦 共 和 国

(旧 西 ドイ ツ)、 イ ギ リス 、 イ タ リア 、 オ ース ト リア 、 フ ラ ソ ス 、 そ し

て イ ス ラエ ル の 順 で あ った 。 そ の 回 答 の 中 で は 、 ヨー ロ ッパ で も っ と密

接 な 情報 交 換 を 行 うた め に 日本 研 究 の 国 際'協会 を設 立 す る こ とが 必 須 で

あ る とい う意 見 が 大半 を 占め 、 そ の組 織 は研 究者 が 個 人 で 自 由 に入 会 し

た 上 で 、 国 単 位 の 中 間 的 な組 織 を 作 らず に 、 む しろ3年 お き に 行 う選 挙

で 会 長 や 書 記 な どの役 員 を 回 り持 ち と して 自由 に運 営 す べ きで あ る とい

う意 見 も多 か った 。

以 上 の よ うな 各 国 か ら寄 せ られ た様 々な意 見 を元 に して 、 ス トー リ教

授 が 準備 して 下 さ った1973年 の オ ックス フ ォー ド大学 で の会 議 の席上 で、

会 議 に 出 席 した 全 員 がE.A.J.S.の 設 立 に 加わ る こ とに な った 。 初 代 の 会

長 に は 当 時 ロ ン ドソ大 学S.0.A.S.の 日 本語 の 権威 で あ るバ トリ ッ ク ・オ

ニ ール 教 授 が 選 ぼ れ た 。 筆者 は オ ニ ール先 生 の下 で書 記 を務 め る こ とに

な り、1973年6月 に ヴ ィー ンで この協 会 のBulletin(会 報)の 第1号 を 発

行 す る運 び とな った 。

あ れ か ら約20年 が た った が 、76年 の チ ュー リッヒで の国際会 議 で ナ ニー
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ル 先 生 の後 任 に筆 者 が会 長 に選 ぼ れ 、今 度 は オ ニ ール 先 生 が 書 記 を務 め

られ た 。 そ して この体 制 で フ ィ レ ン ツ ェでの 会 議 を 運 営 し、協 会 の規 則

に 従 って.2人 と もそ の後3度 任 期 を 務 め た 後 、 役 員 を 退 い て 今 度 は顧 問 と

して しば ら く協 会 の運 営 をそ ぼ か ら見 守 る こ とが で きた 。

また76年 に は 、 ヨー ロ ッパ 日本 研 究'協 会 が 国際 交 流 基 金 か ら奨励 賞 を

い た だ い た 。 そ の 時 、私 は偶 然 に もサ バ テ ィカル で 、薩 摩半 島 の奥 地 の

宮 之城 町 に あ る江 戸 時 代 の 山崎 郷 の お仮 屋 で17世 紀 の 宗 門 改 帳 を整 理 し

て い た が 、東 京 か ら電 話 で奨 励 賞 の授 賞 式 が10月2日 に 東 京 で 行 わ れ る

の で 必ず 上 京 す る よ うに との連 絡 を受 け た 。 これ は ヨ ー ロ ッパ 日本研 究

'協会 が設 立 され て か ら4年 目の こ とで
、我 々 ヨー ロ ッパ の 日本 研 究 者 に

と って は 大 きな励 み に な った とい っ て も差 し支 え ない と思 う。

国 際会 議 は フ ィ レ ン ツ ェの後 、 オ ラ ソダ の デ ソ ・ハ ー グ、 パ リ、 イ ギ

リス の ダー ハ ムで 開催 され 、 そ して今 年 は ベ ル リ ソ と決 ま って い る。 会

員 の 数 も数 百 人 を超 え て 、近 年 で は非 常 に盛 ん に交 流 が 行 わ れ て い る 。

また 国 内 組織 と して は 、 イ ギ リス で最 初 に組 織 され た のを 皮 切 りに 、 イ

タ リア で は イ タ リア 日本 研 究 者 協 会(ASTUGIA)が 組 織 され 、 フ ォス コ ・

マ ライ ニ先 生 が そ の会 長 や 名 誉 会 長 を務 め られ た 。 次 いで オ ラ ソダで も

組 織 され た が 、 ドイ ツで は そ の後 を追 っ て1990年9月 に よ うや く ドイ ツ

語 圏 の 日本 研 究者 の集 ま りの席 上 で 、 ヴ ィー ン大 学 に 同 じよ うな 組 織 を

作 る こ とが 決 定 した 。 国 際会 議 と並 ん で 、 国 内 の研 究 老 の集 ま りや 各 大

学 で も様 々な形 の シ ソポ ジ ウ ムや 研 究 会 が頻 繁 に開催 され るこ とにな り、

20年 前 と比 べ る と交 換 され る情 報 量 は非 常 に増 大 した 。 これ は ヨー ロ ッ

パ 日本研 究'協 会 の 活動 の成 果 の一 つ と言>xる だ ろ う。

そ して も う一 つ 、 今度 は学 生 の教 育 の レベ ル で も最 近 新 しい動 きが 見

られ る よ うに な った 。 そ れ はE.C.が ヨ ー ロ ッパ を統 一 す る につ い て 、大

s
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学 教 育 は今 よ りも も っ と国 際 的 な協 力 や情 報 交換 が必 要 と判 断 され 、そ

の ため にrERASMUS」 と 名 付 け られ た プ ロ グ ラム が 実 施 され る こ と に

な った 。 この プ ログ ラ ムの 下 で 、 各大 学 の研 究所 レベ ル で お互 い の カ リ

キ ュ ラムを 認 め た 上 で 、学 生 、研 究者 や教 官 の交 換 制 度 を導 入 す る こ と

が 約 束 され た 。 日本 研 究 の 分 野 で は 、2年 前 か ら オ ラ ン ダ の ライ デ ン大

学 が 中心 とな っ て いわ ゆ るLeidenGroupofJapaneseStudiesが 実 現 し、

そ れ に は ロ ソ ドソ大 学 のS.0.A.S.、 オ ックス フ ォー ド大 学 、OxfordPoli

technic、 パ リの現 代 日本 研 究 所 、 ベ ニス 大学 の 日本 研 究 所 、 ボ ン大 学 が

参 加 して い るが 、近 い うちに コペ ンハ ー ゲ ソの 日本研 究 所 もこ の組 織 に

加 わ る こ とが 予 定 され てい る。

(1991年5月)
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